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たが，20 日間の総エネルギー摂取量は高脂肪群の方が 1.1 倍高かった．
血中グルコースは両群間に差は認められなかったが，ケトン体は母体，
胎児共にケトン食群で有意に高かった．各サンプル中の葉酸，ビタミン
B12 濃度は両群間に差が認められなかった．トリプトファンからナイア
シンへの転換率（％）はケトン食群で有意に高かった． 
【結論】ケトン食群では妊娠の維持と胎児の外見上の発育への影響は無
いことが明らかとなった．ケトン食群ではトリプトファンからナイアシ
ンへの転換率が増加していたことから，ナイアシンから作られる NAD
の合成がケトン食摂取によって亢進したことが示唆された． 
